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【背景および目的】 

腫瘍幹細胞（cancer stem cells: CSCs）は、腫瘍内の低栄養・低酸素などの厳しい微小環境下におい

ても生残し、がんの難治化や再発に関与すると考えられている。そのため、CSCsが不利な環境下でどの

ように適応し、生存能を維持しているのかを理解することは、がん研究における重要な課題である。申

請者らはこれまでに、CSCsがストレス環境下において特徴的な細胞応答を示すことを見いだしてきた。

また、この応答は腫瘍微小環境を構成する複数の要因と関連する可能性が示唆されている。しかしなが

ら、その詳細な制御機構や生物学的意義については、なお不明な点が多い。本研究では、CSCs がストレ

ス環境下で示す適応応答に着目し、その制御機構の一端を明らかにすることを目的とした。本研究によ

り、腫瘍細胞の環境応答に関する基礎的知見を蓄積し、がんの生物学的理解の深化に資することが期待

される。 

 
【方法と結果】 

腫瘍内の低栄養環境では、多様ながん細胞集団が共存し、それぞれが微小環境に応答しながら生存して

いると考えられる。本研究では、がん細胞がストレス環境下で示す応答を検討するため、性質の異なる細

胞集団を用いた培養系を構築し、細胞間相互作用の変化について解析を行った。その結果、特定のストレ

ス条件下において、細胞集団間の相互作用に変化が生じる可能性が示された。現在、この現象に関わる細

胞応答の特徴について、基礎的な解析を進めている。 


